
三重県内各地の水田から採取した土壌

農家＋三重県庁＋JAいがふるさと＋三重大学（伊賀市内の水田にて）
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●科学と経験が交差する
　共創の場　　
私達は、研究の出発点から農家圃場に立ち、
現場課題と向き合うことを大切にしています。作
物学、土壌学、微生物学、食品化学など様々な分
野の専門家がチームを組み、農家と対話しなが
ら、問題の本質を見極めていこうとしています。
そこには、研究者の科学的知見と、農家の知恵
が交差する「共創の場」があります。互いの強み
を活かし、試行錯誤を重ねる中で、現場に即し
た解決策を導き出していきます。大学の研究室
や試験圃場だけでは得られない、生きた知見が
そこにはあると信じています。

●Global + Local = Glocal　
三重大学とJICA（国際協力機構）は、本年度から国際資源植物学研究室の在学生や卒業生を海外協力隊としてガーナへ派遣す

ることで合意しました。日本の農村での研究活動とアフリカの農村での協力隊活動の経験を融合させ、唯一無二のGlocalな視点
を養ってもらいたいと思っています。Think Globally, Act Locallyを研究室の理念に掲げ、地域に根差しつつも、広い視野を持った
人材の育成に力を注いでいます。

●気候変動は土壌を劣化させる？！　
作物はその一生に必要な養分の多くを肥料からではなく
土壌中の有機物から獲得しています。しかし、気候変動に伴
う地温上昇は、土壌有機物の分解を促進し、短期的には作
物の養分吸収を増加させる一方で、長期的には土壌有機物
の減少を招く恐れがあります。気候変動が土壌有機物やそ
れに依存する作物に与える影響についてはほとんど分かっ
ておらず、今後の持続的な作物生産を確保するためには、
土壌有機物の動態を詳細に理解することが不可欠です。

【URL】 https://kyoin.mie-u.ac.jp/profile/3062.html

三重大学大学院生物資源学研究科・教授

関谷 信人  SEKIYA , Nobuhito

気候変動は

土壌を通じて作物に

影響するんだね

現場からの

情報発信に

期待だね！

JICA技術協力専門家としてタンザニア農業省で活動する関谷信人教授

地域で得た経験が

世界で役立つんだね！
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